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特定生物由来製品使用後に HIV抗体が陽転化した偽陽性例
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背景：生物由来製品使用後に HIV抗体検査が陽転化した場合，真の感染と偽陽性を鑑別しなけ
ればならない。今回，輸血を含む特定生物由来製品使用後に HIV抗体検査が陽転化し，Western 
Blot法で判定保留となった偽陽性例を経験した。
症例：60歳代男性が，手術時に輸血を含む特定生物由来製品を使用した。手術直前に陰性であっ

た HIV抗体は，125日後には陽転化していた。Western Blot法で HIV-1抗体判定保留となったがバ
ンドパターンに再現性がなく，献血者も HIV陰性であり，偽陽性を疑った。異好抗体ブロッカー
試薬添加試験により HIV抗体測定値は基準値未満となった。その後も HIV-RNAは検出されず，異
好抗体獲得による検査偽陽性であったと確定した。
結論：特定生物由来製品の使用により異好抗体を獲得し HIV抗体が陽転化し得る。偽陽性を

疑った際には異好抗体ブロッカー試薬添加試験が有用である。
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序　　　文

　生物由来製品の使用前後では HIV抗体検査を含む感染
症検査が推奨されている1）。使用後に HIV抗体検査が陽転
化した場合にはまず製品に由来する HIV感染を考慮する
が，偽陽性の可能性もありうる。HIV抗体検査は偽陽性
であっても被検者の精神的負担は大きく2），万一抗体が陽
転化した場合にはその原因を追求し，明確に説明すること
が必要となる。今回，輸血を含む特定生物由来製品使用後
に HIV抗体が化学発光免疫測定法（CLIA法）で陽転化し，
Western Blot法で判定保留となったが検査偽陽性であった
症例を経験した。

症　　　例

　60歳代男性が膿胸に対する手術予定となった。事前に
文書で同意を得て手術直前に血清 HIV抗体検査を行った。
CLIA法（アーキテクトⓇHIV Ag/AbコンボアッセイⓇ，ア
ボットジャパン株式会社）を用い，検体の発光強度/カッ
トオフ値（S/CO値）0.1で陰性（＜1.0）であった。
　膿瘍腔掻爬，肺剥皮，洗浄ドレナージ術が行われ，組織
の接着・閉鎖のために 2種類の特定生物由来製品が使用さ
れた。2種類はそれぞれ，ウシ由来アプロチニンを含むヒ
ト由来フィブリノゲン・トロンビン製剤（ボルヒールⓇ組

織接着用，帝人ファーマ株式会社），およびウマ由来コ
ラーゲンを含むシート状ヒト由来フィブリノゲン・トロン
ビン製剤（タコシールⓇ組織接着用シート，CSLベーリン
グ株式会社）であった。また，手術翌日に貧血是正のため
赤血球濃厚液 2単位（赤血球濃厚液⊖LR「日赤」，日本赤十
字社）が輸血された。
　合併症なく軽快退院し，術後 125日に血清 HIV抗体を
CLIA法で検査したところ S/CO値 2.4（再検査 S/CO値 2.2）
と陽転化していた。同検体で行ったWestern Blot法（ラブ
ブロット 1およびラブ ブロット 2，バイオ・ラッド ラボ
ラトリーズ株式会社）は HIV-1判定保留，HIV-2陰性で
あった。輸血による急性 HIV感染症の可能性を考え日本
赤十字社血液センターに問い合わせたが，献血者はこの時
点で再度献血時 HIV抗体検査を行っており，それが陰性
であったことから輸血による HIV感染は否定的であった。
　患者本人への問診でも手術以外の HIV感染機会はなく，
術後の HIV抗体検査は偽陽性である可能性を考慮した。
アボットジャパン株式会社に依頼した異好抗体ブロッカー
試薬添加試験により CLIA法測定値は基準値未満に低下し
た（図 1）。HIV-1抗体Western Blot法の p24/25（gag）およ
び p18/17（gag）バンドは術前からみられ，術後に p55（gag）
や gp110/120（env）バンドが新規出現したがラブ ブロット
1と検証試験で出現バンドが異なっており，いずれも env
バンドが2本以上陽性とはならず判定保留であった（表1）。
術後 153日の検査でも HIV-RNAが検出されなかったこと
から異好抗体による検査偽陽性であったと確定した。
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考　　　察

　本症例で，特定生物由来製品の使用は異好抗体を介して
HIV抗体陽性やWestern Blot法判定保留の原因となりうる
こと，異好抗体ブロッカー試薬添加を行うことで真の感染
かどうか判断する補助になること，の 2点が示された。
　特定生物由来製品の使用は，異好抗体を介して HIV抗
体陽性やWestern Blot法判定保留の原因となりうる。異好
抗体は異好性抗体とも呼ばれ，免疫反応を介した測定系に
干渉（図 2A）し偽陽性の原因となる3）。これまでにウシや
ヤギに対する異好抗体での HIV抗体偽陽性が報告されて
いる4）。本症例では陽転化までの期間に新規の動物接触歴
はないが，使用された特定生物由来製品はウシやウマ由来
の成分を含有しており，それに対する異好抗体の新規獲得
が HIV抗体陽転化の原因となった可能性が示唆される。
なお，当該特定生物由来製品の販売 2社に問い合わせた

が，製品使用に伴う HIV抗体陽転化について把握してい
る情報はないと回答を得た。
　万一 HIV抗体が陽転化した際にも，異好抗体ブロッカー
（図 2B）試薬添加試験を行うことで真の感染かどうか判断
する補助になる。異好抗体を含む検体では，ブロッカー添
加により酵素結合免疫測定法（ELISA法）で S/CO値が低
下し，Western Blot法判定保留が陰性になることが報告さ
れている5）。CLIA法を用いた本症例でも S/CO値の低下が
確認できたことから，異好抗体が今回の偽陽性の原因と考
えられる。
　本症例の異好抗体ブロッカー試薬添加試験に使用した試
薬の詳細についてアボットジャパン株式会社に問い合わせ

表 1　HIV抗体検査Western Blot法

HIV-1
検証試験 ラブ ブロット 1

HIV-2
検証試験 ラブ ブロット 2

（術後 125日） （術後 125日）（術直前） （術後 125日） （術後 125日）（術直前）

gp160 (env) － － － gp140 (env) － － －
gp110/120 (env) ＋ － － gp105 (env) － － －
p68/66 (pol) － － － p68 (pol) － － －
p55 (gag) － ＋ － p56 (gag) － － －
p52/51 (pol) － － － gp36 (env) － － －
gp41 (env) － － － p34 (pol) － － －
p40 (gag) － － － p26 (gag) － ＋ －
p34/31 (pol) － － － p16 (gag) － ＋ ＋
p24/25 (gag) ＋ ＋ ＋
p18/17 (gag) ＋ ＋ ＋

図 1　異好抗体ブロッカー試薬添加試験

図 2　（A）異好抗体による偽陽性と，（B）異好抗体ブロッ
カーの模式図
（A）黒色 Y字型で示した異好抗体が，灰色で示した固相
抗体や標識抗体に非特異的結合を起こし偽陽性の原因と
なる。（B）黒色三角形で示した異好抗体ブロッカーの添
加により，このような非特異的結合が抑制される。
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たが，「試薬構成成分の一部であるため，ブロッカー試薬
の詳細は社外に開示していない」との回答であった。した
がって各施設で同様の試験を行うためには，市販の異好抗
体ブロッカー試薬を入手する必要がある。

結　　　語

　特定生物由来製品の使用により異好抗体を獲得し HIV
抗体が陽転化することがある。その場合には異好抗体の関
与を考え異好抗体ブロッカー試薬添加試験を行うことで真
の感染かどうか判断する補助となる。
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HIV Antibody Seroconversion with a False-Positive Test due to 
Bio-derived Products Usage: A Case Report

Toshimasa Hayashi
1） and Megumi Takahashi

2）

1） Department of Infectious Diseases, and 2） Department of Nursing, Maebashi Red Cross Hospital

　Background : HIV seroconversion after bio-derived products usage is a prospective event and 
hence, the possibility of a false-positive antibody screening test must be excluded carefully.  We 
present here a case of HIV antibody seroconversion due to bio-derived products usage resulting 
in a false-positive test.
　Case : A man in his 60s underwent surgery that involved the use of specific bio-derived 
products, including packed red blood cells.  His HIV antibody screening test just before surgery 
was negative.  However, seroconversion was observed after 125 days of surgery with indeterminate 
western blot tests using antibodies against HIV-1.  The possibility of a false-positive result 
emerged because the band patterns were not reproducible and the blood donor was HIV negative.  
HIV-1 chemiluminescent immunoassay signal/cutoff value showed marked reduction after the 
use of heterophilic blocking reagent.  His negative HIV RNA test verified the false-positive result 
of the HIV antibody test.
　Conclusion : The use of bio-derived products caused HIV seroconversion resulting in a false-
positive HIV test due to heterophilic antibody interference.  Heterophilic blocking reagent proved 
useful in further assessing the test results after the possibility of a false-positive HIV test 
emerged.
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